
病児一時預かり室、バックアップナース、病児・病後児保育室、カウンセリング相談
【９月２０日～１０月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 依頼回数 ０ 回 利用回数 ０ 回

バックアップナース 依頼回数 ７ 回 稼働回数 ７ 回

病児・病後児保育室 依頼回数 ７ 回 利用回数 ７ 回

カウンセリング相談 利用回数 ４ 回

＊病児一時預り室、病児・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます
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【お問い合わせ先】 旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240)サンニンヨレ FAX  0166-69-3249
開設時間8時30分～17時15分 E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp

ホームページ http://www.asahikawa-med.ac.jp/hospital/nirinsou/

「のんの」では、伝染性疾患のお子さんもお預かりしていますが
につきましては担当職員の予防接種が終了してい

ないため現在は対応しておりません。受入れは を予定
しています。ご理解の程よろしくお願いいたします。

2020年9月28日～10月5日に第35回二輪草
セミナーをYou TubeでWEB公開しました。
視聴回数は217回でした。
今回は外来看護師長の田中理佳さんに「自分
を支えてきたもの-｢母｣でも｢ばあば｣でも看護

師を続ける理由-」のタイトルでご講演頂きました。2人のお子さんを育てな
がら看護師の仕事を続けてこられたご自身のキャリアについて時系列でお話
し頂きました。25歳でご長男を妊娠し出産されていますが、仕事をしない自
分が不安で、仕事の大切さに気づき７ヶ月で復帰されたそうです。子供を保
育園に預けることで保育士さんの視点から子育ての価値観が変わったとのこ
とでした。29歳で次男を出産されその後も子育てと仕事を両立されておりま
したが、35歳で病棟の副師長を務めた際、疲弊していくスタッフと自分、体
調不良から一時仕事を辞めようと考えたそうです。子供が寝静まってからそ
の事を夫に相談していたところ、寝ていたはずの長男が降りてきて、｢お母
さんはうそつきだ！看護師の仕事が好きだって、野球を始める時に、一度や
ると決めたことは最後までやり遂げろ！っていったじゃないか。参観日に来
れないとか、僕たちの事を理由にするな！｣と泣いて訴えたそうです。そこ
で冷静になり自分はどうしたいのか考えさせられ、辞めずに仕事を続けるこ
とにしたそうです。それからは超過勤務時間削減に向けた看護記録時間や申
し送り時間の短縮に向けた取組みを実践したり、がん患者さんやご家族の気
持ちを尊重した看護を大切に、スタッフやチームでその人の状況に応じた在
宅支援を進めたりしたそうです。その後緩和ケア専従看護師や、腫瘍センタ
ーの癌相談員として働かれ、42歳で病棟の看護師長へと昇進されました。現
在外来師長として働かれている傍ら、管理学を学ぶため大学院に進んで学ば
れているそうです。息子さんが気づかせてくれたあの日がご自身の分岐点で
あり、あの一言がなければここに存在していないと考えると、今の立場があ
ること、たくさんの患者さんやご家族との出会い、スタッフや先生、多職種
、上司に恵まれ今がある事に感謝したいと話されていました。

ご自身が経験された忘れられない看護場面についても
具体的にお話しされ、個々の患者さんに向きあい寄り
添う事によって得られる患者さんやその家族との心の
ふれあいについてもお話し頂きました。看護師を続け
る理由として、多くの出会いや経験が、看護観や管理
観に影響を与え、今の自分を形成し支えていること、
仕事を続けながらの母親役割は、大きな試練であり、
新たな視点や価値に気づくことのできた意味のある
経験だったそうです。最後に看護師であること、看護
管理者であることは自分らしさであると話されました。当時はモデルケー
スがいないため、パイオニア的存在だったと思います。与えられた部署で
仕事をこなし自分の糧にしながらキャリアを積まれていくご様子は、どの
職種にも通じ、参考になると思いました。また、その時々に経験した事や
アドバイスを受けたことを真摯に受け止め、前向きに行動している点がと
ても印象的でした。講演視聴後、スライドも説明も分かりやすく、家庭と
仕事を両立させてキャリアを重ねることについて大変参考になった、様々
な経験の中の気持ちの変化や落ち込みを通してなお前向きに仕事と育児を
されてきた人生を正直に見せてもらい感銘をうけた、病院の求めに応じて
努力されたお話しに感銘を受け元気がでた等の感想が多職種から寄せられ
ました。これからも皆様に役立つ講演を企画していきたいと考えておりま
すので多くの方に聴いて頂ければと思います。

二輪草センター 助教 菅野恭子

視聴回数
217回！
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